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山形県内のがん拠点病院および山形大学医学部附属病院歯科口腔外科との緊密な
連携のもとに、幅広い世代のがん患者の口腔管理、口腔衛生指導、食事指導を実
施する。また、これらを通して日本口腔ケア学会認定の口腔ケア指導者の資格取
得を目指す。

がん治療に関する基盤的知識を有し、がん治療主治医と充分な連携を構築しつ
つ、がん患者（希少癌、難治癌、遺伝性腫瘍等を含む）に対して充分ながん口腔
支持療法を理解し、現場における口腔支持療法を指導・実践できるばかりでな
く、各ライフステージに合わせた指導と診療を行うことができる開業歯科医師お
よび歯科衛生士を養成する。

山形大学大学院医学系研究科

がん口腔支持療法コース（インテンシブコース）　（テーマ②）

医師、歯科医師、看護師、薬剤師

１年

履修者は、医学系研究科医学専攻に設置される「がん口腔支持療法コース」で開
講される講義、実習を科目等履修生として履修する。また、必要に応じ、個別化
医療推進に向けた腫瘍専門医育成コースの講義を聴講する。単位認定は授業科目
ごとに行い、取得単位に対して履修証明を与える。

・講義（1単位）「臨床腫瘍特論Ⅰ・Ⅱ」、「臓器別臨床腫瘍学特論」、「次世
代腫瘍予防学特論」、中特に口腔支持療法と関連の深い指定の講義から、最低15
講義を履修 がん患者の口腔支持療法と歯科治療に関する実践的講義
・実習（1単位）手術室実習（手術の見学） 病棟実習（処置見学、カンファラン
スへの参加等） 外来実習（処置見学、口腔ケア実践、カンファランスへの参加
等）
・必要に応じて、個別化医療推進に向けた腫瘍専門医育成コースの講義を聴講す
る。

口腔ケア学会認定口腔ケア指導医

これまで心臓血管外科や呼吸器外科、消化器外科の患者が主な口腔支持療法の対
象者であったが、口腔支持療法を受ける患者は当院の周術期管理センターを経由
することになっている。即ち、ほぼ全ての疾患の口腔支持療法の現場を経験する
ことができ、これまで限局的であった疾患の幅を広げ、知識の整理をはかること
ができる。また受講者が受講しやすい曜日や時間帯を最大限に考慮した受講環境
を準備する。

山形大学医学部歯科口腔・形成外科学講座の教室員4名（教授・講師・助教）が
中心となり、さらに歯科口腔外科外来歯科衛生士・歯科技工士・看護師および関
連医療施設等の歯科医師らによる指導体制を整備する。


